
 

 

令和６年12月25日 

記者発表資料 

第１ 回「 かながわ脱炭素大賞」 の受賞者決定!  

脱炭素社会の実現に向け、 特に優れた取組を 行っ た方々を表彰し ま す 

県は、2050年脱炭素社会の実現に向けて、県民や事業者など、様 な々主体と連携して「オール

神奈川」で取り組んでいくため、今年度、株式会社テレビ神奈川との共催により、脱炭素に関する

優れた取組を行った個人や事業者、学校等の功績を称える表彰制度「かながわ脱炭素大賞」を

創設しました。この度、第１回の受賞者を決定し、令和７年１月11日（土曜日）に表彰式を行います

ので、お知らせします。 

１  受賞者 26 者 

５ 部門と 知事特別賞の計 26 者を受賞者と し て決定し ま し た。 各受賞者の取組の詳細は、

別紙及び参考資料１ をご覧く ださ い。  

（ 1）  普及・ 促進部門 ８ 者 

（ 2）  事業活動温暖化対策計画書制度部門 １ 者 

（ 3）  建築物・ 特定開発事業温暖化対策計画書制度部門 ４ 者 

（ 4）  先進技術・ 導入部門 ９ 者 

（ 5）  ユース 未来部門 ３ 者 

（ 6）  知事特別賞 １ 者 

 

２  表彰式 

（ 1）  日時  令和７ 年１ 月 11 日（ 土曜日） 15 時 30 分から  

（ 2）  会場  新都市ホール（ 横浜市西区高島２ 丁目 18－１  そごう 横浜店９ 階）  

（ 3）  授与者 表彰状： 神奈川県知事 黒岩 祐治 

記念品（ 盾）： 株式会社テレ ビ神奈川 代表取締役社⾧  熊谷 典和 

（ 注記）「 かながわ脱炭素アク ショ ンフォ ーラ ム」（ 参考資料２ ） 内のプロ グラ ムと し て実施し

ま す。  

 

３  取材について 

表彰式は取材、 撮影が可能です。 取材を希望さ れる 方は、 令和７ 年１ 月９ 日（ 木曜日） ま

でに、 問合せ先ま で御連絡く ださ い。  

 

別紙「 第１ 回かながわ脱炭素大賞受賞者一覧」  

参考資料１ 「 第１ 回かながわ脱炭素大賞受賞者紹介」 パンフレ ッ ト  

参考資料２ 「 かながわ脱炭素アク ショ ンフォ ーラ ム」 チラ シ 



 

 

《 SDGs の推進について》  

県では、 SDGs の達成にも つながる 取組と し て、 脱炭素の推進や地球温暖化の影響への適応の

推進に寄与する 優れた取組を表彰し 、 広く 発信し ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先  

神奈川県環境農政局脱炭素戦略本部室 

脱炭素企画担当課長 前橋 電話 045-210-4052 

企画グループ     宮部 電話 045-210-4076  

 



 

別紙 

第１ 回かながわ脱炭素大賞 受賞者一覧 
１  受賞者 26 者 

５ 部門と 知事特別賞の計 26 者を受賞者と し て決定し ま し た。  

（ 1）  普及・ 促進部門 ８ 者 

受賞者名（ 敬称略）  取組内容 

あやせ環境ネッ ト ワ ーク  平成 20 年から 行政と 市民が協働で、 脱炭素関係

のイ ベント 等の普及啓発事業を実施 

合同会社小田原かなごてファ ーム 営農型太陽光での耕作放棄地解消と 酒匂川流域

圏での食エネ自給の街づく り を推進 

小野 哲夫 環境教育の講師と し て 17 年に渡り 新エネルギー・

地球温暖化に関する 出前授業を実施 

狩野 光子 20 年以上に渡り ソ ーラ ーク ッ カーの普及及び県

地球温暖化防止活動推進員の地域活動を実施 

株式会社さ がみこ ファ ーム 遊休農地を 活用し たソ ーラ ーシェ アリ ン グと 体

験農園を通じ た地域活性事業を実施 

株式会社Ｊ バイ オフード リ サイ ク

ル 

メ タ ン 発酵技術を 用いた食品リ サイ ク ルによ る

脱炭素社会への貢献と 環境教育等を実施 

太陽油脂株式会社 環境教育の出前授業と し て「 MANABI YA『 一個の石

けんから 地球環境を考える 』 石けん教室」 を実施 

東京ガス 株式会社 神奈川次世代

教育センタ ー 

県内９ か所の行政の環境教育の講師と し て脱炭

素に関する 出前授業を実施 

 

（ 2）  事業活動温暖化対策計画書制度部門 １ 者 

受賞者名（ 敬称略）  取組内容 

三菱電機株式会社 再エネの導入や ZEB技術の活用等、 事業活動に伴

う 温室効果ガス の削減への取組を実施 

 

（ 3）  建築物・ 特定開発事業温暖化対策計画書制度部門 ４ 者 

受賞者名（ 敬称略）  取組内容 

関東化学株式会社 生命科学研究所新棟の建設において、 高効率空調

設備や照明の自動制御等により 省エネを推進 

株式会社小松製作所 生産本部湘

南工場 

開発棟の建設において、太陽光発電設備や高効率空調

設備等により ZEB Ready 認証を取得 

結愛（ YU-AI ） グループ代表企業 

青木あすなろ建設株式会社 

共同住宅の建設において、 高断熱建材を用いた断

熱化や高効率設備等によ り 省エネを推進 

三井不動産株式会社 大型物流施設の建設に伴う 開発事業において、太陽光

発電設備や高効率空調設備等により ZEB認証を取得 

 

 

 

 



 

 

（ 4）  先進技術・ 導入部門 ９ 者 

受賞者名（ 敬称略）  取組内容 

株式会社Ａ ｇ ｎ ａ ｖ ｉ  日本酒における 缶利用促進等によ る サプラ イ チ

ェ ーンの効率化を推進 

イ ケア・ ジャ パン株式会社 ／  

イ ケア・ ディ ス ト リ ビュ ーショ ン

サービス 株式会社 

I KEA港北において、ゼロ エミ ッ ショ ン配送の推進

及び店舗の脱炭素化を実施 

株式会社ｋ ｉ ｔ ａ ｆ ｕ ｋ ｕ  モルト 粕を活用し たアッ プサイ ク ル再生紙「 ク ラ

フト ビールペーパー」 を開発・ 販売 

株式会社ヘミ セルロ ース 天然多糖類ヘミ セルロ ース を 活用し たバイ オプ

ラ ス チッ ク ” HEMI X” の研究開発・ 材料製造を実施 

株式会社マク ニカ 遮熱と 断熱の効果を合わせ持つ塗料「 マク ニカッ

ト 」 の販売・ 施工を実施 

株式会社Ｙ Ａ ＭＡ Ｂ Ｉ Ｓ ＨＩ  最適化制御を 活用し た蓄電シス テム と 自家消費

型太陽光発電シス テムの開発・ 導入を実施 

株式会社ユーグレナ 使用済み食用油と 微細藻類ユーグレ ナ油脂を 原

料と する 次世代バイ オ燃料の製造・ 供給を実施 

株式会社リ ンレイ  洗わないカーペッ ト ケア「 カーペッ ト パイ ルコ ー

ティ ング Ag+」 を開発・ 販売 

株式会社レブセル Ｃ Ｏ ２ 吸収材「 レ コ ラ イ ム」を搭載し た世界最小ク

ラ ス のＣ Ｏ ２ 回収装置を開発・ 販売 

 

（ 5）  ユース 未来部門 ３ 者 

受賞者名（ 敬称略）  取組内容 

社会福祉法人喜慈会 子中保育園 保育園児たちの会話をき っかけに、 園児対象の脱

炭素ワ ーク ショ ッ プを開催 

横浜市立西前小学校 児童が廃食用油のリ サイ ク ル活動及びバイ オ燃

料の広報活動によ り 脱炭素の普及促進を実施 

横浜市立みなと みら い本町小学校 児童が学校給食での廃棄野菜等を 使っ たク レ ヨ

ンづく り 等、 脱炭素に関する 課題への取組を実施 

 

（ 6）  知事特別賞 １ 者 

受賞者名（ 敬称略）  取組内容 

ふき たろう  オン ラ イ ン 署名の提出によ る 県立高校への再エ

ネ電力導入の推進に対する 後押し  

 

 



かながわ
脱炭素大賞
かながわ

脱炭素大賞

1 回第

TEL 0 4 5 -2 1 0 -4 0 7 6

神奈川県環境農政局脱炭素戦略本部室

検 索かながわ脱炭素大賞

日 時 令和７ 年１月11日（ 土）

15： 3 0 ～

会 場 新都市ホール（ そごう 横浜店９ 階）

主 催 神奈川県／ｔ ｖ ｋ（ テレビ神奈川）

受賞者紹介受賞者紹介



【 普及・ 促進部門 （ 8 者）】

●あやせ環境ネット ワーク（ 環境対策の普及啓発活動）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P.３

●合同会社小田原かなごてファーム

　（ 営農型太陽光での耕作放棄地解消と 酒匂川流域圏での食エネ自給の街づく り の推進）・・・・・・・  P.３

●小野 哲夫（ 脱炭素の観点から化石燃料を使わない新エネルギーの知識向上）・・・・・・・・・・・・・・・  P.３

●狩野 光子（ ソーラークッ カーの普及及び推進員の地域活動）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P.４

●株式会社さ がみこファ ーム

　（ 遊休農地を活用したソーラーシェ アリングと 体験農園を通じた地域活性事業）・・・・・・・・・・・・・・・  P.４

●株式会社Ｊ バイオフード リ サイクル

　（ メタン発酵技術を用いた食品リ サイクルによる脱炭素社会への貢献）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P.４

●太陽油脂株式会社（ M A NABIYA「 一個の石けんから地球環境を考える」石けん教室）・・・・・・・・・  P.４

●東京ガス株式会社　 神奈川次世代教育センタ ー（ 出前授業における脱炭素推進）・・・・・・・・  P.５

❶

かながわ脱炭素大賞受賞者一覧 （ 敬称略・ 五十音順）

　 県では、2 0 5 0 年脱炭素社会の実現に向けて、県民や事業者など 、様々な主体と 連携して

「 オール神奈川」で取り 組んでいく ため、こ のたび、株式会社テレビ 神奈川と の共催により 、

脱炭素に関する優れた取組を行った個人や事業者、学校等の功績を称える表彰制度「 かながわ

脱炭素大賞」を創設しました。一般公募（ 令和６ 年６ 月12日～同年９ 月17日）で応募があった4 8

者と 県が推薦した16 者について、有識者等による審査委員会で審査を行い、計2 5 者を受賞者と

して決定しました。また、知事特別賞として１者を決定しました。

応募及び県推薦の状況と 選考結果

■普及・ 促進部門

■事業活動温暖化対策計画書制度部門

■建築物・ 特定開発事業温暖化対策計画書制度部門

■先進技術・ 導入部門

■ユース未来部門

■知事特別賞

応募数

2 5

-

-

18

5

-

県推薦数

-

12

4

-

-

1

受賞数

8

1

4

9

3

1



❷

【 事業活動温暖化対策計画書制度部門 （ 1者）】

●三菱電機株式会社

　（ 再エネの導入やZEB技術の活用等、事業活動に伴う 温室効果ガスの削減への取組）・・・・・・・・・・・  P.５

【 建築物・ 特定開発事業温暖化対策計画書制度部門 （ 4 者）】

●関東化学株式会社（ 環境性能に優れた建築物（ 生命科学研究所新棟）の建設）・・・・・・・・・・・・・・  P.５

●株式会社小松製作所　 生産本部湘南工場（ 環境性能に優れた建築物（ 開発棟）の建設）・・・・  P.６

●結愛（ YU -A I）グループ代表企業　 青木あすなろ建設株式会社

　（ 環境性能に優れた建築物（ 共同住宅）の建設）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P.６

●三井不動産株式会社（ 大型物流施設の建設に伴う 開発事業）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P.６

【 先進技術・ 導入部門  （ 9 者）】

●株式会社Ａ ｇ ｎ ａ ｖ ｉ （ 日本酒業界のサステナブルな次世代流通システムの確立）・・・・・・・・・・・  P.７

●イケア・ ジャパン株式会社 ／ イケア・ ディ スト リビューショ ンサービス株式会社

　（ IKEA 港北における脱炭素化と 省エネ対策への取り 組み）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P.７

●株式会社ｋ ｉ ｔ ａ ｆ ｕ ｋ ｕ（ アップサイクル再生紙「 クラフト ビールペーパー」の開発）・・・・・・・・・・  P.７

●株式会社ヘミ セルロース

　（ 天然多糖類ヘミ セルロースを活用したバイオプラスチッ ク”H EM IX（ ヘミ ックス）”）・・・・・・・・・・・・  P.８

●株式会社マクニカ（ 省エネルギー施策 遮熱断熱塗料マクニカット の販売及び施工）・・・・・・・・・・  P.８

●株式会社ＹＡ ＭＡ ＢＩ ＳＨＩ

　（ 蓄電システムと自家消費型太陽光発電システムの最適化制御を活用した脱炭素化）・・・・・・・・・・・  P.８

●株式会社ユーグレナ（ 次世代バイオ燃料で脱炭素社会実現に貢献）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P.８

●株式会社リンレイ（ 洗わないカーペット ケア「 カーペット パイルコ ーティ ングAg +」）・・・・・・・・・・  P.９

●株式会社レブセル（ レブセル カ ーボンリ サイクル）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P.９

【 ユース未来部門 （ 3 者）】

●社会福祉法人喜慈会 子中保育園（ 保育園児、脱炭素を学ぶ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P.９

●横浜市立西前小学校（ 使った油で空を飛ぶ！？フライでFly！）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P.10

●横浜市立みなと みらい本町小学校（ 持続可能な開発のための教育（ ＥＳＤ ））・・・・・・・・・・・・  P.10

【 知事特別賞 （ 1者）】

●ふきたろう

　（ オンライン署名の提出による県立高校への再エネ電力導入の推進に対する後押し ）・・・・・・・・・・  P.10



あやせ環境ネット ワーク
▶ 環境対策の普及啓発活動
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 平成2 0 年から 行政（ 綾瀬市）と 市民（ 団体、個人）が協働で、市内事業

者等の協賛金を基本財源として環境事業を行っている 。毎年、市の環境

展を 実行委員会と し て 市と 協働で 実施し ている ほか、省エ ネ 家電の

買替、エネルギーの節約や水・ 食べ物の大切さ を学ぶエコ なクッ キング

など、脱炭素関係のイベント 等の普及啓発事業を実施しており 、累積の

参加者数は2 ,4 0 0人以上と なっている。

合同会社小田原かなごてファ ーム
▶ 営農型太陽光での耕作放棄地解消と

　 酒匂川流域圏での食エネ自給の街づく り の推進
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 小田原市など酒匂川流域で７ 件のソーラ ーシェ アリ ングを 所有して

おり 、令和2 年には日本初のオフ サイト PPA自家消費モデルを小田原市

と 連携して推進し 、作った電力と 農作物で地産地消のカフェ を運営する

など新たな取組を 続けている 。県内や全国で年間12 0 回程度の講演や

行政等の視察を 受け入れ、営農型太陽光発電の普及に努めている 。

また、令和5 、6 年度には県教育委員会が進めるデュ アル教育の一環と

して県立高校生を受け入れるなど人材育成事業にも協力している。

小野 哲夫
▶ 脱炭素の観点から化石燃料を使わない

　 新エネルギーの知識向上
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 県の環境教育の出前授業の講師に、見直し 前の事業の初年度から

継続して登録し 、17年に渡り 新エネルギー・ 地球温暖化に関する授業を

行っている 。出前授業では、新エネルギーの発電方法に関する講義に

加え、風力発電等の模型による発電体験や燃料電池などの電池の制作

実験を通して脱炭素な発電方法を学ぶ内容と なっており 、小学校、高校、

支援学校及び養護学校まで幅広い児童生徒に授業を実施している。

❸

受賞者の取組受賞者の取組



狩野 光子
▶ ソーラ ークッ カーの普及及び推進員の地域活動
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 2 2 年に渡り 、ソ ーラ ークッ カ ーについて地域で の講座や勉強会の

開催、県内の環境イベント への出展等を 行い、地球温暖化防止対策の

必要性について実演を 交えて普及啓発を 行っている ほか、厚木市と

協働で小学校での普及啓発も 実施した。

　 また、2 3 年に渡り 、神奈川県地球温暖化防止活動推進員を務め、県央

地区での活動の活性化に寄与するとともに、県温暖化防止推進センタ ー

の活動にも 積極的に協力し 、推進員の新規加入者の確保にも貢献して

いる。

株式会社Ｊ バイオフード リ サイクル
▶ メタ ン発酵技術を用いた食品リ サイクルによる

　 脱炭素社会への貢献
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 食品廃棄物から バイオガスを 生み出し 再エネ電力を 創出すると と も

に、ガス発生後の発酵残渣を 肥料と して活用し 、電力と 農業の循環を

構築し ている 。平成3 0 年の操業開始から 事業者、研究機関、自治体、

海外政府機関など累計5 ,0 0 0人を超える見学者を幅広く 受け入れるとと

もに、近隣の小中高校に環境教育・ 出張講座を実施している。講義では、

食品ロス削減やバイオガス発電が脱炭素につながることを普及啓発して

いる。

太陽油脂株式会社
▶ M A N A BIYA

　「 一個の石けんから 地球環境を考える」石けん教室
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 中小規模事業者としてエコ アクショ ン 2 1の取得など自ら の省エネに

積極的に取り 組んでおり 、また、環境教育として出前授業「 一個の石けん

から 地球環境を考える『 石けん教室』」を県、横浜市、戸塚区の講師として

実施するほか、一般向けにも 実施している。石けん教室では、石けんの話

から SD G s、脱炭素へと つなげ、家庭の省エネ行動など脱炭素全般に

ついて普及啓発しており 、近年では年1,0 0 0人以上が受講している。

❹

株式会社さ がみこファ ーム
▶ 遊休農地を活用したソーラーシェ アリングと

　 体験農園を通じ た地域活性事業
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 相模原市初のソ ーラ ーシェ アリ ング農園と して 、太陽光パネル下の

農地をブルーベリ ーの体験農園として積極的に開放し 、食・ エネルギー・

地域について学びの機会を 提供、脱炭素行動への変容を 促している 。

地域の公立小中学校の職場体験や教員向け研修の受入を 行っている

ほか、国内外から 年間3 0 件以上の視察を 受け入れている 。また、生活

クラブ生協と 連携し 、生産地と 消費地をつなぎ、人や農産物、電気の循環

を実現している。



東京ガス株式会社
神奈川次世代教育センタ ー
▶ 出前授業における脱炭素推進
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 県内９ か所の行政の環境教育講師に登録し 出前授業を実施しており 、

また、教員研修の受け入れや教材提供を 通じ て環境教育支援活動を

行っている。出前授業では、地球温暖化と 食生活の関わり から 省エネに

つながる行動を学ぶ「 エコ・ クッ キング」など、脱炭素に関する３ つのプロ

グラムを提供し 、関東圏において累計受講者数は2 2 年間で 約12 0 万人

と なっており 、脱炭素教育に努めている。

❺

三菱電機株式会社
▶ 再エネの導入やZEB技術の活用等、事業活動に伴う

　 温室効果ガスの削減への取組
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 鎌倉市内等の事業所において、再生可能エネルギーの導入を積極的

に行う とともに、高効率な空調設備、変圧器、圧縮機等への更新や、自社

で開発したZEB技術や電力監視技術を活用すること で、事業所の省エネ

を推進している。また、Ｚ ＥＢ 技術のアピールも広く 行っている。計画最終

年度と なる令和３ 年度は、こ れら の取組により 基準年度（ 平成3 0 年度）

に対して約16 ％と 、CO2 排出量の大幅な削減を実現した。

関東化学株式会社
▶ 環境性能に優れた建築物（ 生命科学研究所新棟）の建設
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 令和２ 年に伊勢原市内に竣工し た生命科学研究所新棟において 、

照明の自動制御や床吹出し 方式の空調設備の採用等、室内環境向上に

配慮すると と も に、冷温水同時取出型チラ ーやデシカント 空調機等の

採用により 、省エネルギーを 図っている 。さ ら に、用途別にエネルギー

消費量を把握・ 分析可能な計画とし 、節水器具やリ サイクル材等を採用

するなど 、環境負荷削減に配慮し 、県建築物温暖化対策計画書制度に

おける評価システム（ CASBEE※）では最高のSランク 評価と なっている。

研究所外観
及び内観

ⒸSh ig eo  Og aw a

太陽光発電設備と ZEB関連実証棟



❻
※CASBEEと は、建築物の「 環境品質」と「 環境負荷」を同時に自己評価するシステムで、５ 段階（ S、A 、B+ 、B-、C）に格付けしています。

株式会社小松製作所　 生産本部湘南工場
▶ 環境性能に優れた建築物（ 開発棟）の建設
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 令和５ 年に平塚市内に竣工し た開発棟では、屋上に太陽光パネルを

設置してエネルギー創出を 図ると と も に、高効率空調設備システムの

利用により 省エネを図り 、Ｚ Ｅ Ｂ  Ｒｅ ａ ｄ ｙ 認証を取得している 。また、

中央ボイド や５ 層吹き抜けを採用し た自然換気、直射日光を 避けながら

の自然採光や節水器具による水資源の保護を図るとともに、資材や仕上

げ材の削減でエンボディ ド カーボンを削減し 、県建築物温暖化対策計画

書制度における評価システム（ CA SB EE ※）では最高のSランク 評価と

なっている。

三井不動産株式会社
▶ 大型物流施設の建設に伴う 開発事業
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 海老名市内に首都圏と 近畿圏・ 中京圏と を 結ぶ広域物流拠点として

開発が進めら れ、令和４ 年９ 月に竣工し た大型物流施設には、太陽光

発電設備（ 定格出力： 約2 ,0 0 0 k W ）を設置し 、発電し た電気を 施設で

利用している。さらに、地中熱ヒート ポンプやデシカント 空調を採用する

こと で、エネルギー使用の合理化や設備システムの効率化を図っており 、

ZEB認証を取得している 。また、敷地全体の2 0 ％以上を緑化し 隣接する

公園と の連続性に配慮した植栽を行う こと で、街に調和した外観を実現

している。

結愛（ Y U -A I）グループ代表企業
青木あすなろ建設株式会社
▶ 環境性能に優れた建築物（ 共同住宅）の建設
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 令和３ 年に横須賀市内に竣工し た本公郷ハイムA１ 棟・ C 棟において、

高断熱建材を用いて建物の断熱化を図り 、高効率設備等の採用により

省エネルギーへ配慮すると と もに、リ サイクル材やグリ ーン購入法適合

品を 積極的に採用する 等、環境負荷低減に努めている 。さ ら に、温度

低減効果の高い高木を 配置するこ と でヒ ート アイランド 現象の抑制を

図っており 、県建築物温暖化対策計画書制度における 評価システム

（ CASBEE※）では最高のSランク 評価と なっている。

本公郷ハイムＡ１ 棟

三井不動産ロジスティ クスパーク 海老名Ⅰ

開発棟



株式会社Ａ ｇ ｎ ａ ｖ ｉ
▶ 日本酒業界のサステナブルな次世代流通システムの確立
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 １ 合（ 18 0 ｍL）入り の日本酒ブランド「 ICH I-GO -CA N 」を展開する

スタ ート アッ プ企業であり 、日本酒における缶利用を 促進している 。瓶

から 缶への変更で容器自体の重量が半分と なること や、地方蔵元から

運ばれた日本酒を首都圏で充填すること により 物流効率化を行い、従来

の方法と 比較し て容器生産から 廃棄まで のサプラ イ チェ ーン 全体で

6 2 ％のCO2 削減効果が見込める。 また、県内の蔵元と の連携や国内外

への流通網構築を 図っており 、多数のメ ディ アに掲載さ れる など 普及

啓発の効果が高い。

イケア・ ジャパン株式会社
イケア・ ディ スト リビューショ ンサービス株式会社
▶ IK EA 港北における脱炭素化と 省エネ対策への取り 組み
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 IK EA 港北で、ゼロエミ ッ ショ ン配送の推進を目的に、自社配送サービ

スで 使用する車両のう ち2 1% 以上をEV（ 電気自動車）に置き 換え、E V

車両の充電には再生可能エネルギーを使用し 、配送における脱炭素化を

積極的に進めている。また、太陽光発電設備設置による創エネや、横浜市

風力発電所（ ハマウィ ング）の再エネ電力も活用している。さらに、店舗内

の照明をLEDに切り 替え、冷凍ショ ーケースの更新を行う など、積極的

に省エネ対策にも 取り 組んでいる。

株式会社ｋ ｉ ｔ ａ ｆ ｕ ｋ ｕ
▶ アッ プサイクル再生紙「 クラフト ビールペーパー」の開発
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 クラフト ビール製造過程で発生する麦芽の搾り かす「 モルト 粕」を紙に

混ぜたアップサイクル再生紙の開発・ 販売を行っている。モルト 粕は市街

地において農業肥料等での活用が難し く 、濡れたまま大量に焼却処分

さ れている 。こ れら を再生紙に活用するこ と で 、焼却処分時と 比べて

C O 2 を 約4 0 % 削減できる 。ブルワリ ーや県内企業を中心に活用さ れ、

海外でも注目さ れている。学校での授業にも活用さ れており 、SDGs普及

啓発活動にも 取り 組んでいる。



❽

株式会社ヘミ セルロース
▶ 天然多糖類ヘミ セルロースを活用した

　 バイオプラスチッ ク ”H EM IX（ ヘミ ッ クス）”
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 植物・ 樹木の約2 0 ％を占めるも のの工業用途としてほと んど利用が

進んでいない「 ヘミ セルロ ース 」を 活用し た、植物由来のバイオプラス

チッ ク ”H E M IX ”を 研究開発から 材料製造まで 一貫して行っている 。

H EM IX は多様な樹木、廃棄植物、廃棄野菜等から 製造が可能で、原油

由来のプラスチッ クと 比較して製造時のC O 2 を3 0 ％削減でき 、また、

廃棄・ 焼却予定の植物を活用し た場合は6 0 ％の削減と なり 、脱炭素な

環境素材と なっている。

株式会社ＹＡ ＭＡ ＢＩ ＳＨＩ
▶ 蓄電システムと自家消費型太陽光発電システムの

　 最適化制御を活用した脱炭素化
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 海老名工場に太陽光発電を設置し 、自社で開発し た蓄電システムと

自家消費最適化制御システム「 Sm a r t SC」を活用することにより 、効率

的なエネルギー消費に取り 組んでいる。「 Sm a r t SC」は、最大3 6 時間先

まで の余剰電力予測を 基に蓄電池の充放電を 行い「 消費して蓄える 」

こと で蓄電池の効果を 最大化するも ので、自社での運用では導入前と

比較し 5 0 ％以上のCO2削減を継続して達成している。

株式会社ユーグレナ
▶ 次世代バイオ燃料で脱炭素社会実現に貢献
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 使用済み食用油と 微細藻類ユーグレナ油脂を原料と するバイオジェッ

ト・ バイオディ ーゼル燃料製造実証プラント を日本で初めて稼働さ せ、

SA F（ 持続可能な航空燃料）および次世代バイオディ ーゼル燃料として

「 サステオ」を展開し 、陸（ バス・ ト ラッ ク 等）・ 海（ 船舶）・ 空（ 航空機）と 、

多様なモビリ ティ への供給を実施してきた。

　 多数のメディ アでの掲載や地域への出前授業の実施といった普及活動

にも 積極的に取り 組んでいる。

株式会社マクニカ
▶ 省エネルギー施策 遮熱断熱塗料マクニカット の

　 販売及び施工
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 エアコ ンや冷蔵庫、冷凍庫の室外機などの機械設備の表面や周辺の

床部分に塗装すること で温度上昇を抑える、遮熱と 断熱の効果を合わせ

持つ塗料「 マクニカット 」の販売・ 施工を行っている。

　 塗装により 太陽から の放射熱による 機器の温度上昇を抑え機器の効

率を維持すること により 、節電効果で10 ～15％のCO 2削減が見込まれ、

また、10 ～15 年程度継続した効果が得ら れること から 、初期費用を抑え

て経済的に省エネ対策が可能と なっている。



株式会社リ ンレイ
▶ 洗わないカーペット ケア

　「 カーペット パイルコ ーティ ングAg + 」
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 洗浄し ないカ ーペッ ト 美観維持剤 「 カ ーペッ ト パイルコ ーティ ング

Ag + 」 を開発・ 販売している。オフィ ススペースや空港ロビーのカーペット

洗浄を不要にし 、水道水使用や汚水の排出、電力消費を大きく 削減でき

る 。洗浄し ないこと でカ ーペット の傷みが少なく 、張り 替え頻度が減り 、

従来の管理方法と 比べて2 0 年間で7 7 ％のCO 2 排出の削減貢献が見込

める 。専門業者による作業も 減らせるため、ビル管理費用の圧縮も 期待

できる。

株式会社レブセル
▶ レブセル カーボンリ サイクル
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 独自開発し たCO 2 吸収材「 レコラ イム」をフィ ルタ ーに搭載し た、世界

最小クラスのCO 2 回収装置の開発・ 販売を行っている 。家庭や小規模の

事務所にも 設置できる 小型製品であり ながら 、レコラ イム１ kg あたり 約

5 0 0ｇ のCO 2 固定が可能と なっている 。使用済みのフィ ルタ ーをガラス

やコンクリ ート へ再活用するほか、地産地消型のカーボンリ サイクル製品

として提供すること により 、脱炭素の取組を身近に感じ ること ができる 。

また、国際会議への出展など普及活動も 幅広く 行っている。

社会福祉法人喜慈会 子中保育園
▶ 保育園児、脱炭素を学ぶ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　「 あつぎ気候市民会議」が作成し た近未来イメ ージ ポスタ ーを 見た

保育園児たちの会話をきっかけとして、同団体に依頼し 園児対象の脱炭素

ワークショ ッ プを開催。ワークショ ッ プ では園児たちが考えや気づきを

発言するとともに、終了後に園児同士で教わった内容を振り 返る様子が

見ら れるなど園児が脱炭素に興味を持つ結果と なった。また園児が家で

保護者へ教わったこと を 伝えるなど 、保育園が園児、保育者、保護者の

脱炭素の学びの場と なった。



横浜市立西前小学校
▶ 使った油で空を飛ぶ！？フライでFly！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 令和５ 年から廃食用油のリ サイクル活動及びバイオ燃料の広報活動に

より 、脱炭素の普及促進を行っている 。SA F（ 持続可能な航空燃料）や

バイオ燃料、循環型社会についての説明動画の公開やチラ シ・ ポスタ ー

を 制作して、児童が校内や地域のイベント で広報活動を 行った。また、

それら のイベント 等で廃食用油を回収し バイオ燃料にする取組も 行っ

た。実施に当たっては、エンジニアリ ング会社やバイオ燃料開発・ 製造会

社、航空会社、金融機関など様々な分野のパート ナーとも 連携し ながら 、

児童が実践的に取り 組んだ。

横浜市立みなと みらい本町小学校
▶ 持続可能な開発のための教育（ ＥＳＤ ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 持続可能な開発のための教育（ ＥＳＤ ）として、生活科・ 総合的な学習

の時間を中心に、児童が脱炭素など多様な課題に主体的に取り 組んで

いる。学校給食での廃棄野菜等を使用したクレヨ ンづく り を行い地域の

イベント 等で 普及啓発を 行う 、植樹し た木から 収穫し たレ モン でサイ

ダーを作りリユース瓶で販売しリユース瓶について普及啓発を行う など、

児童が主体的にテ ーマを 決定し 、考え 、地域や企業等と も 連携し 取り

組んでいる。

ふきたろう
▶ オンライン署名の提出による県立高校への

　 再エネ電力導入の推進に対する後押し
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 県立高校の生徒であった令和3 年に、「 県内の全県立高校で 使う 電力

を再エネ由来に変える」ことを目指し 、インターネット で署名活動を行い、

同年８ 月に2 3 ,2 5 3 人分のオンライン署名を知事へ提出した。 

　 高校生が脱炭素に関する問題意識をもち 、自らできること 及び効果的

な手法を考えて行動に移したこの取組は、県立高校における再エネ電力

導入の推進に対する後押しと なり 、令和５ 年度には県内の全県立高校で

再エネ由来の電力と なった。

知事にオンライン署名を提出
写真提供： Chang e .o rg



　 神奈川県では、令和６ 年３ 月に神奈川県地球温暖化対策計画を 全面改定し 、脱炭素社会の実現に

向けた取組を加速さ せています。ここでは、神奈川県地球温暖化対策計画の概要についてご紹介します。

2 0 5 0 年2 0 5 0 年

脱炭素社会 の実現を目指します!の実現を目指します!

1 計画期間

　 2 0 24（ 令和６ ）年度から2 0 3 0（ 令和12 ）年度まで

2 基本方針

　 未来のいのちを守るため、脱炭素社会の実現に向けて多様な主体が気候変動問題を自分事化し 、オールジャパン 、

オール神奈川で緩和策と 適応策に取り 組みます。

5 計画の進行管理

　 毎年度部門ごとの排出量を推計するとともに、施策に関する指標の達成状況も把握した上で、

改善すべき施策等を整理します。

●詳細な内容は、「 かながわ脱炭素ポータル」をご覧く ださ い。

h ttp s ://w w w .p r e f .k a n a g a w a .jp /o s ir a s e/0 5 0 2 /k a n a g a w a -d a ts u ta n s o -p o r ta l/ 

4 県の主な取組

▶ 大規模事業者の取組の「 見える化」

▶ 中小企業に対する相談体制の整備、省エネルギー設備の導入等支援

▶ Ｚ ＥＢ 、Ｚ Ｅ Ｈ の普及

▶ 既存住宅の省エネルギー改修の支援

▶ 電気自動車（ Ｅ Ｖ ）・ 燃料電池自動車（ Ｆ ＣＶ ）の導入支援

▶ 再生可能エネルギーの導入促進・ 利用拡大

▶ 県庁の率先実行（ 省エネ対策の徹底、再エネの活用、公用車の電動車化 等） など

《 多様な主体による取組の後押し・ 県庁による率先した取組》

8 ,0 0 0

（ 万t-CO2）

（ 年度）

7 ,0 0 0

6 ,0 0 0

5 ,0 0 0

4 ,0 0 0

3 ,0 0 0

2 ,0 0 0

1 ,0 0 0

2 0 1 3

7 ,3 9 8

2 0 2 1
【 現状】

6 ,0 2 3

2 0 3 0
【 中期目標】

0

3 ,6 9 9

▲5 0 %▲5 0 %
（ 2 0 1 3 年度比）（ 2 0 1 3 年度比）

取組を加速取組を加速

▲1 8 .6 %▲1 8 .6 %
（ 2 0 1 3 年度比）（ 2 0 1 3 年度比）

※県が5 0 ％と いう 野心的な目標設定をすること で、

脱炭素社会の実現に向けたオールジャパン 、オール

神奈川の取組を一層加速さ せることを目指します。

3 削減目標

2 0 3 0 年度の県内の温室効果ガス

排出量を2 013 年度比で5 0 % 削減

中期目標
※

2 0 5 0 年脱炭素社会

（ カーボンニュート ラル）の実現

長期目標






